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ノート 界面活性剤を分解する微生物群

岩崎誠二、山下 晃、加藤 進、高橋正昭

入浴用洗剤を分解する微生物群を下水路の汚泥、土壌及び河川の底質450件から検

索した。その結果、57検体(13％)が ３日間で培地中の洗剤が消泡し、うち６検体が

TOCで48時間で70％以上分解した。分解能力が最大のものは、24時間で90％分解が可

能であった。 界面活性剤を分解する微生物群は自然界に幅広く存在し、これらを利

用することにより生活排水の浄化が可能であることが示唆された。

１．はじめに

平成10年度版三重県環境白書 によると、県内1)

から伊勢湾に流入する水質汚濁の負荷量のうち約

５割が生活系であるといわれている。生活排水の

うち、BOD負荷量で20～40%は入浴、洗濯の排水で

ある 。家庭では入浴、洗濯その他でさまざ2）

まな種類の洗剤 すなわち界面活性剤を使用する、 。

これらは全般的に易分解性の物質であり、活性汚

泥処理法で比較的良く分解･除去される｡3)

しかしながら、下水道あるいは合併処理浄化槽

の未整備地域ではこれらの界面活性剤が自然水域

に未処理のまま流されている。また、家庭用の界

面活性剤であっても数mg/L以上で微小生物の生育

に顕著な影響を及ぼすと言われている 。4)

生活排水の中でも入浴時の排水は質・量とも比

較的均一で、簡易な処理法でも汚濁負荷が除去で

きる可能性がある。筆者らはこれら家庭用の界面

活性剤を含む排水の簡易処理を目的として、入浴

用洗剤(いわゆるシャンプー・リンス)を分解する

微生物群のスクリーニングを行った。その結果、

下水路の汚泥から入浴用洗剤を、すみやかに分解

することができる微生物群を検索したので報告す

る。

２．実験方法

２－１．一次スクリーニング

生活排水が流入している下水路の底質汚泥から

300点､山林等の腐食土壌から100点､河川の河床底

質から50点を収集し、表１に示す選択培地によっ

て集積培養を行った。これらを28℃で１週間の培

養を行い､その培養液0.1mlを再度同培地で同条件

の培養を行った。入浴用洗剤の分解性の確認とし

て、培養後に試験管を激しく振とうし、発泡しな

いものを一次スクリーニング検体として以下の実

験に供した(図１)。なお、シャンプーに含まれる

界面活性剤の主成分はポリオキシエチレンラウリ

ルエーテル硫酸塩、リンスはラウリルトリメチル

アンモニウムである。

２－２．二次スクリーニング

一次スクリーニング検体を２－１と同様に３日

間の培養を行った後､ 培養液のTOCの濃度(島津

TOC計TOC5000A)を測定した。TOCは培養液を0.45

表  1 集 積 培 地 の 組 成

1L中
リン酸二水素カリウム 50mg
リン酸水素二カリウム 50mg
塩化アンモニウム 50mg
塩化ナトリウム 5mg
メリットシャンプー液(花王㈱社製) 500mg
メリットリンス液 (花王㈱社製 ) 500mg

pH 7 .0





として、さらに分解力等を検査したのが表４であ

る。表４で、微生物群 a は24時間でTOCで90％の

分解性を示した。これに対し、微生物群b～fは24

時間培養では最大でも75％であった。

本研究で検索したのは微生物群であり、それら

構成する微生物の性質は不明である。界面活性剤

のように複雑な有機化合物を分解する場合には単

体の微生物よりも、微生物群として使用した方が

効率がよいという報告がある Jimenez は 洗。 、5）

濯洗剤の主成分であるアルキルベンゼンスルホン

酸塩(ABS) を完全分解する細菌群を活性汚泥から

集積した。それらは４種類の細菌で構成され、個

々の細菌は ABSを完全分解することはできない

が ４種類をあわせると完全分解ができるという、 。

また Sigoillot は 海水からABS分解細菌を数種6） 、

類検索し、それらを混合培養する方がそれぞれの

細菌を単独で培養するよりも分解性が良いことを

報告している。 さらに、入浴時の排水は、これ

ら合成の界面活性剤の他、天然石けん成分として

脂肪酸ナトリウム、垢等よごれの成分として、タ

ンパク質 脂肪などが含まれることが予想される、 。

表  2 菌 源 の 採 取 場 所 及 び ス ク リー ニ ン グ 結 果

菌源の種類 地域
周辺の
様子

採 取 した
検体数

1次 選択検
体

2次選択検
体

生育せず

下水路汚泥 津市内 人口密集地区 70 6 2 6
松阪市内 人口密集地区 82 18 2 2
四日市市内 人口密集地区 30 4 0 4
度会郡玉城町 農村部 93 15 1 4
度会郡南勢町 農村部 25 2 1 1

計 300 45 6 17

土壌 度会郡玉城町 山林 50 7 0 5
四日市市内 公園 32 0 0 9
松阪市内 公園 18 0 0 6

計 100 7 0 20

河川底質 外城田川 中流 12 3 0 1
下流 8 0 0 1

度会郡玉城町内 農業用水路 10 1 0 1
鹿化川 下流 10 0 0 1
鈴鹿川 下流 6 1 0 1
員弁川 下流 4 0 0 0

計 50 5 0 5

合 計 4 5 0 5 7 6 6

表  3 2 次 選 択 結 果

T O C 分 解 率 ( ％ )

50 >
5 0～
7 0
7 0～
8 0
8 0～
90 9 0 <

下水路汚泥 25 10 4 5 1

土 壌 4 2 1

河 川 低質 3 1 1

合 計 32 13 6 5 1

表 4 2次 選 択 検 体 の 分 解 性

T O C 分 解 率 ( ％ )

検 体 名 2 4ｈ 4 8 h 3 日間 abs660

a 90 92 93 0 . 1 10

b 75 80 85 0 . 0 90

c 72 80 86 0 . 0 85

d 65 75 80 0 . 0 83

e 60 75 80 0 . 0 83
f 60 72 80 0 . 0 78



先に述べたとおり、生活雑排水の中では比較的単

純な組成であり、特定の微生物が活動できる可能

性はあるが、単一の微生物を使用するよりは微生

物群の混合系の方が効率がよいと考えられる。こ

れらの理由から考えて、本研究で検索された洗剤

分解微生物群は、入浴時の排水の処理に有用であ

ると考えられる。
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The Surfactants Degradating Bacterial Communities

Seiji Iwasaki,Akira Yamashita,Susumu Kato and Masaaki Takahashi

The surfactants degradating bacterial communities were selected from 450samples(i.e.

sludges,soils or river sedimentation). As the result, 57 samples were able to diminish-

ed the bubbles at 3 days and 6 were able to gradated over 70% of TOC at 48 hours. The

maximum of those communities degraded 90% at 24 hours. The surfactants degradating bac-

terial communities were widely existance and suggested the ability of the treatment for

domestic waste water.


